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平成２５年度水資源功績者表彰受賞者と功績概要

［個人］・・・１名

受賞者 功績概要

大矢 明夫 宮ヶ瀬ダム建設にあたり、水没地域における集団移
おお や あき お

（神奈川県） 転に対する不安解消などダム建設計画の支障排除に尽

力し、建設後も関係機関と連携を図り、宮ヶ瀬湖の環

境保全、「宮ヶ瀬湖憲章」の制定や「宮ヶ瀬湖水源地

域ビジョン」の策定、宮ヶ瀬ダムを活用した水源地域

活性化などに積極的に取り組み、多大な実績を挙げら

れた。

［団体］・・・１０団体

受賞者 功績概要

仙台市立大倉小学校 昭和３８年より５０年間にわたって、仙台市及び塩
せんだいしりつおおくらしようがつこう

（宮城県） 竈市の水源となっている大倉ダムの清掃美化活動を継

続し水資源の保全に大きく貢献されている。

福島市立茂庭中学校 福島県北部の水源である摺上川の水質調査活動を、
ふくしましりつもにわちゆうがつこう

（福島県） 少人数で全校を挙げて、震災後も休止することなく２

０年間継続して実施しており、調査結果を地域に発信

するなど、環境保全に貢献されている。

夏井川流域の会 上下流で各々活動していた団体が、行政界を超えた
なついがわりゆういきのかい

（福島県） 夏井川流域全体を活動の場とする「夏井川流域の会」

を結成し、健全な水循環の継承を進めるため、流域活

動計画策定や流域連携活動の中心的役割を果たされて

いる。

川西土地改良区 小学生を主対象に、森林の水源涵養の役割、農業用
かわにしとちかいりようく

（新潟県） 水の大切さをジオラマ等で説明し、故郷の土地や森林

を守り、水源を守ることの大切さを啓発する活動を行

われている。

京都河川美化団体 昭和４７年から生命を育む清らかな自然を守り、健
き よ う と か せ ん び か だ ん た い

連合会 康で美しく潤いのある環境づくりを進めるため、桂
れんごうかい

（京都府） 川、鴨川、白川等１２河川を活動フィールドに国民の

最も重要な水資源である河川美化活動を行われてい

る。



長岡京市里山再生 長岡京市の西域４割を占める西山において、長年に
ながおかきようしさとやまさいせい

市民フォーラム わたり水源涵養に資する森林保全活動や、次世代を担
し み ん ふ ぉ ー ら む

（京都府） う子ども達への環境教育に取り組まれている。

たかつき環境市民 「もったいない」を合言葉に、大切な資源である雨
た か つ き か ん き よ う し み ん

会議水環境保全 水の有効活用を目的として、平成１９年に雨水タンク
かいぎみずかんきようほぜん

グループ 「たかつき天水くん」を開発し、雨水タンクの普及活
ぐ る ー ぷ

（大阪府） 動を始め、これまでの６年間で計３９０台を設置し雨

水の有効利用に寄与されている。

松本地区せせらぎ 下水処理水を水源とする松本地区のせせらぎ水路に
ま つ も と ち く せ せ ら ぎ

水路管理会 おいて、水路内の藻の除去、水路周辺の花壇や道路の
す い ろ か ん り か い

（兵庫県） 清掃活動を行っている。また、せせらぎ水路の活用や

維持管理上の課題解決について、地域のまとめ役と活

動するなど地域の活性化に貢献されている。

公 益 財 団 法 人 紀の川（吉野川）源流に位置する川上村内のビジタ
こ う え き ざ い だ ん ほ う じ ん

吉野川紀の川源流 ーセンター「森と水の源流館」と手つかずの原生林
よしのがわきのかわげんりゆう

物 語 （７４０ha）を拠点とし、交流型の事業展開により、
ものがたり

（奈良県） 流域平野部の住民向けに、源流域の役割と河川環境に

関わる啓発活動を実施している。設立から１０年間で

の利用・交流人数は、約１６４，０００人にのぼって

いる。

嘉瀬川ダム対策 嘉瀬川ダム建設に伴う水没者の生活再建や関係者等
か せ が わ だ む た い さ く

協議会 との調整に尽力され、組織を挙げてダム建設の円滑な
きようぎかい

（佐賀県） 進捗に貢献するとともに、ダム周辺の植樹を通じた水

源涵養、美化活動等の環境保全、及び下流受益地域と

の交流にも積極的に取り組まれ、地域振興・上下流交

流など流域連携による取り組みの中心的な団体として

活動されている。


